
機 械 工 学 専 攻



 

 

(1)  教 育 の 目 指 す も の 
 

 機械工学専攻（博士課程前期課程）の教育は，ますます多様化する社会の要求に対応して，わが

国の基盤産業を支えて将来の科学技術の発展を担う高度な機械技術者，並びに独創的な研究者を育

成することを目的としている。 
 日本の産業および社会構造は急速な変化を遂げているが，これらを反映して，機械工学専攻で担

うべき教育と研究に対する期待と要望は飛躍的に大きくなっている。製品の大量生産方式から個々

のニーズにきめ細かく応じていく多種少量生産方式へのパラダイムシフトをはじめ，宇宙などへの

人間の活動空間の拡大，地球環境問題の深刻化，情報通信技術の高度化と普及，また高年齢化に伴

う高福祉社会への移行が加速している。それらに伴い，低環境負荷エネルギーシステム技術をはじ

め，バイオ・医療技術，情報処理・通信技術，知能化技術，ナノテクノロジー，さらにはこのよう

な技術を支える新材料や新しい技術分野の開発が進んでおり，これらの技術を深化させ，かつ統合

していく機械工学の役割が益々大きくなっている。 

 本専攻は，応用流体工学，混相熱流体工学，エネルギー変換工学，エネルギー環境工学，固体力

学，破壊制御学，材料物性学，表面・界面工学，複雑系機械工学，機械ダイナミックス，コンピュ

ーター統合生産工学，知能システム創成学，創造設計工学の教育研究分野から構成され，幅広い機

械工学の教育と研究に対応している。高度に発展した機械工学の学問領域において開講されている

講義の中から，専門分野に応じてそれらを系統的に選択・受講することにより，最先端の機械工学

のあらゆる分野の基礎理論から高度な応用に至る広範な知識を得ることができるよう設計されたカ

リキュラムをもとに，柔軟性ある教育を行う。また，機械工学全般にわたる基礎事項をエンジニア

の常識として修得できるよう専門分野以外の講義についても自発的に受講するように啓蒙している。

さらに，学外の非常勤講師による実践的な内容の講義を通じて，基礎理論の応用・実用化の実際を

直に学ぶことができる。本専攻の大学院生はいずれかの教育研究分野の構成員となり，それぞれ独

自の研究を行う。指導教員との討論を通じて独創的な研究の進め方，また共同研究を通じてグルー

プ研究の実際を体得する。このような研究活動を通して完成させた研究は，修士論文としてまとめ

ると同時に積極的に国内外で発表している。 

 以上のような教育を受け，研究経験を積んだ博士課程前期課程修了者には，広範な産業分野で高

度な研究開発や生産活動を行っていく指導的な人材としての活躍が期待される。また，より深い研

究を希望するものは，博士課程後期課程へ進学し研究者・先導的機械技術者として資質を高めてい

く。 
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(2) 構成と教育組織 
2016.4.1現在 

 教育・研究分野 
教 授 
（室番） 

准教授・講師 
（室番） 

助教・助手 
（室番） 

技術職員，事務職員等 
（室番） 

応用流体工学 
（ＭＨ－１） 

山根 隆志 
（５E‐４１０） 

片岡  武 
（自１‐６０２） 

 

村川 英樹 
（３Ｅ-２０３） 混相熱流体工学 

（ＭＨ－２） 
竹中 信幸 
（自１-６０１） 

浅野  等 
（５Ｅ-４０７） 杉本 勝美 

（３Ｅ-２０３） 

エネルギー変換工学 
（ＭＨ－３） 

平澤 茂樹 
（５Ｅ-４０８） 

川南  剛 
（５Ｅ-４１５） 

白井 克明 
（３Ｅ‐１０４） 

細川 茂雄 

（自１-６０６） 

熱流体 
エネルギー 

エネルギー環境工学 

（ＭＨ－４） 

冨山 明男 

（自１-６０７） 林 公祐 

（自１-６０３） 

 

 

固体力学 
（ＭＭ－１） 

阪上 隆英 
（自３-２２６） 

塩澤 大輝 
（自３-２２１） 

 
 

 

菊池 将一 

（自３-１２１） 
破壊制御学 

（ＭＭ－２） 

中井 善一 

（自３-２１６） 

田中  拓 

（自３-２１７） 横田久美子 

（自３-１２０） 

材料物性学 
（ＭＭ－３） 

向井 敏司 
（５Ｅ-４０１） 

田川 雅人 
（５Ｅ-４０３） 

池尾 直子 
（５Ｅ-２０３） 

材料物理 

表面・界面工学 

（ＭＭ－４） 

田中 克志 

（自３-２１５） 

長谷部忠司 

（自３-２２０） 

寺本 武司 

（自３-123） 

古宇田由夫 
（自３-２２５） 

複雑系機械工学 
（ＭＡ－１） 

横小路 泰義 
（５Ｅ-４１４） 

田崎 勇一 
（５Ｅ-４１3） 

 

機械ダイナミックス 

（ＭＡ－２） 

神野 伊策 

（５Ｅ-４１１） 
 

肥田 博隆 

 （５Ｅ-２０５） 

コンピューター 
統合生産工学 

（ＭＡ－３） 

白瀬 敬一 
（自３-４０３） 

佐藤 隆太 
（自３-４０４） 

西田 勇 
（自３-４０９） 

知能システム創成学 

（ＭＡ－４） 

磯野 吉正 

（自３-１１７） 

菅野 公二 

（自３-Ｂ１７） 
 

設計生産 
 

 

創造設計工学 
（ＭＡ－５） 

田浦 俊春 
（自３-４０２） 

妻屋  彰 
（自３-４０１） 

山田 香織 
（自３-４０９） 

研究基盤センター 
 
 

藤居 義和 
（分析Ｃ-３０３） 

 
 

福井喜一郎 
（自３-４１０） 

 
片山 雷太 
（５Ｅ－２０３） 

長 美砂都 
（５Ｅ-３０１）

 

三宅 真子
（５Ｅ-３０２）
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 (3) 授業科目開講予定一覧 
 

（各専攻共通） 

授業時間数 

１年次 ２年次 授業科目 
単位 

数 

必修・ 

選択の別
前期 後期 前期 後期

学年
クォー

ター 
担当教員 備考 

先端融合科学特論Ⅰ－1a １ 選択必修        

先端融合科学特論Ⅰ－2a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－3a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－4a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－5a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－6a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－7a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－8a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－9a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－10a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－11a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－12a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－13a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－14a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－15a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－16a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－17a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－18a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－19a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－20a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－21a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－22a １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－23a １ 〃        

１単位
選択必修
(※ただし，

健康・福祉・

医療工学コ

ースは含ま

ない。） 

先端融合科学特論Ⅰ－1b １ 選択必修        

先端融合科学特論Ⅰ－2b １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－3b １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－4b １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－5b １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－6b １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－7b １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－8b １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－9b １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－10b １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－11b １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－12b １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－13b １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－14b １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－15b １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－16b １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－17b １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－18b １ 〃        

１単位
選択必修
(※ただし，
健康・福祉・
医療工学コ
ースは含ま
ない。） 
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授業時間数 

１年次 ２年次 授業科目 
単位 

数 

必修・ 

選択の別
前期 後期 前期 後期

学年
クォー

ター 
担当教員 備考 

先端融合科学特論Ⅰ－19b １ 選択必修        

先端融合科学特論Ⅰ－20b １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－21b １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－22b １ 〃        

先端融合科学特論Ⅰ－23b １ 〃        

 

応 用 数 学 特 論 Ⅰ ２ 選 択  30   1 4Q 未  定 共 通

応 用 数 学 特 論 Ⅱ ２ 〃 30    1 2Q 未  定 共 通

応 用 数 学 特 論 Ⅲ a １ 〃  15   1 3Q 國谷紀良 共 通

応 用 数 学 特 論 Ⅲ b １ 〃  15   1 4Q 國谷紀良 共 通

応 用 数 学 特 論 Ⅳ a １ 〃 15    1 1Q 國谷紀良 共 通

応 用 数 学 特 論 Ⅳ b １ 〃 15    1 2Q 佐野英樹 共 通

知 的 財 産 の 基 礎 ２ 〃  30   1 3Q 開本 亮 共 通

 

 

（機械工学専攻） 

授業時間数 

１年次 ２年次 授業科目 
単位 

数 

必修・ 

選択の別
前期 後期 前期 後期

学年
クォー

ター 
担当教員 備考 

Ｘ線・粒子線応用工学Ⅰ １ 選 択 15    １ 1Q 藤居義和  

Ｘ線・粒子線応用工学Ⅱ １ 〃 15    １ 2Q 藤居義和  

生 体 流 体 力 学 Ⅰ １ 〃  15   １ 3Q 山根隆志  

生 体 流 体 力 学 Ⅱ １ 〃  15   １ 4Q 山根隆志  

航 空 流 体 力 学 Ⅰ １ 〃 15    １ 1Q 山根隆志  

航 空 流 体 力 学 Ⅱ １ 〃 15    １ 2Q 山根隆志  

気 体 力 学 Ⅰ １ 〃  15   １ 3Q 片岡 武  

気 体 力 学 Ⅱ １ 〃  15   １ 4Q 片岡 武  

輸 送 現 象 論 Ⅰ １ 〃 15    １ 1Q 竹中信幸  

輸 送 現 象 論 Ⅱ １ 〃 15    １ 2Q 竹中信幸  

熱エネルギーシステム工学Ⅰ １ 〃  15   １ 3Q 浅野 等  

熱エネルギーシステム工学Ⅱ １ 〃  15   １ 4Q 浅野 等  

燃 焼 工 学 Ⅰ １ 〃 15    １ 1Q 平澤茂樹  

燃 焼 工 学 Ⅱ １ 〃 15    １ 2Q 平澤茂樹  

応 用 熱 工 学 Ⅰ １ 〃 15    １ 1Q 川南 剛  

応 用 熱 工 学 Ⅱ １ 〃 15    １ 2Q 川南 剛  

複 雑 流 体 力 学 Ⅰ １ 〃 15    １ 1Q 冨山明男  

複 雑 流 体 力 学 Ⅱ １ 〃 15    １ 2Q 冨山明男  

熱 流 体 計 測 論 Ⅰ １ 〃  15   １ 3Q 細川茂雄  

熱 流 体 計 測 論 Ⅱ １ 〃  15   １ 4Q 細川茂雄  

応 用 固 体 力 学 Ⅰ １ 〃 15    １ 1Q 
阪上隆英 
塩澤大輝 

 

応 用 固 体 力 学 Ⅱ １ 〃 15    １ 2Q 
阪上隆英 
塩澤大輝 

 

非破壊材料評価学Ⅰ １ 〃  15   １ 3Q 
阪上隆英 
塩澤大輝 
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授業時間数 

１年次 ２年次 授業科目 
単位 

数 

必修・ 

選択の別
前期 後期 前期 後期

学年
クォー

ター 
担当教員 備考 

非破壊材料評価学Ⅱ １ 選 択  15   １ 4Q 
阪上隆英 
塩澤大輝 

 

マルチスケール固体力学Ⅰ １ 〃  15   １ 3Q 長谷部忠司  

マルチスケール固体力学Ⅱ １ 〃  15   １ 4Q 長谷部忠司  

計 算 材 料 科 学 Ⅰ １ 〃 15    １ 1Q 未  定 H28開講せず

計 算 材 料 科 学 Ⅱ １ 〃 15    １ 2Q 未  定 H28開講せず

破 壊 力 学 Ⅰ １ 〃 15    １ 1Q 中井善一  

破 壊 力 学 Ⅱ １ 〃 15    １ 2Q 中井善一  

複 合 材 料 学 Ⅰ １ 〃  15   １ 3Q 田中 拓  

複 合 材 料 学 Ⅱ １ 〃  15   １ 4Q 田中 拓  

信 頼 性 工 学 Ⅰ １ 〃  15   １ 3Q 阪上隆英  

信 頼 性 工 学 Ⅱ １ 〃  15   １ 4Q 阪上隆英  

材 料 設 計 工 学 Ⅰ １ 〃  15   １ 3Q 向井敏司  

材 料 設 計 工 学 Ⅱ １ 〃  15   １ 4Q 向井敏司  

量 子 物 性 工 学 Ⅰ １ 〃 15    １ 1Q 田中克志  

量 子 物 性 工 学 Ⅱ １ 〃 15    １ 2Q 田中克志  

応 用 表 面 工 学 Ⅰ １ 〃 15    １ 1Q 田川雅人  

応 用 表 面 工 学 Ⅱ １ 〃 15    １ 2Q 田川雅人  

ロ ボ テ ィ ク ス Ⅰ １ 〃  15   １ 3Q 横小路泰義  

ロ ボ テ ィ ク ス Ⅱ １ 〃  15   １ 4Q 横小路泰義  

多 変 数 制 御 論 Ⅰ １ 〃 15    １ 1Q 
田崎勇一 
横小路泰義 

 

多 変 数 制 御 論 Ⅱ １ 〃 15    １ 2Q 
田崎勇一 
横小路泰義 

 

機 能 素 子 工 学 Ⅰ １ 〃 15    １ 1Q 神野伊策  

機 能 素 子 工 学 Ⅱ １ 〃 15    １ 2Q 神野伊策  

動的マイクロシステムⅠ １ 〃 15    １ 1Q 
磯野吉正 
菅野公二 

隔年開講

動的マイクロシステムⅡ １ 〃 15    １ 2Q 
磯野吉正 
菅野公二 

隔年開講

知能化生産システム論Ⅰ １ 〃 15    １ 1Q 白瀬敬一  

知能化生産システム論Ⅱ １ 〃 15    １ 2Q 白瀬敬一  

加 工 プ ロ セ ス 論 Ⅰ １ 〃  15   １ 3Q 未  定 H28開講せず

加 工 プ ロ セ ス 論 Ⅱ １ 〃  15   １ 4Q 未  定 H28開講せず

マイクロシステム設計工学Ⅰ １ 〃 15    １ 1Q 
磯野吉正 
菅野公二 

隔年開講

マイクロシステム設計工学Ⅱ １ 〃 15    １ 2Q 
磯野吉正 
菅野公二 

隔年開講

設 計 開 発 知 能 論 Ⅰ １ 〃  15   １ 3Q 田浦俊春  

設 計 開 発 知 能 論 Ⅱ １ 〃  15   １ 4Q 田浦俊春  

人工システム開発論Ⅰ １ 〃 15    １ 1Q 妻屋 彰  

人工システム開発論Ⅱ １ 〃 15    １ 2Q 妻屋 彰  

先端ロボット技術論Ⅰ １ 〃 15    １ 1Q 
加賀谷博昭 
掃部雅章 

 

先端ロボット技術論Ⅱ １ 〃 15    １ 2Q 
加賀谷博昭 
掃部雅章 

 

数値制御工作機械論Ⅰ １ 〃  15   １ 3Q 佐藤隆太  
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授業時間数 

１年次 ２年次 授業科目 
単位 

数 

必修・ 

選択の別
前期 後期 前期 後期

学年
クォー

ター 
担当教員 備考 

数値制御工作機械論Ⅱ １ 選 択  15   １ 4Q 佐藤隆太  

計 算 流 体 力 学 Ⅰ １ 〃 15    １ 1Q 林 公祐  

計 算 流 体 力 学 Ⅱ １ 〃 15    １ 2Q 林 公祐  

科 学 技 術 英 語 Ⅰ １ 〃 15    １ 1Q 照井雅子  

科 学 技 術 英 語 Ⅱ １ 〃 15    １ 2Q 照井雅子  

特 別 講 義 Ⅰ １ 〃 15 開講時期指定せず 各 教 員 ＊ 

特 別 講 義 Ⅱ １ 〃 15 開講時期指定せず 各 教 員 ＊ 

特 別 講 義 Ⅲ １ 〃 15 開講時期指定せず 各 教 員 ＊ 

特 別 講 義 Ⅳ １ 〃 15 開講時期指定せず 各 教 員 ＊ 

英 語 特 別 講 義 Ⅰ １ 〃 15 開講時期指定せず 各 教 員 ＊ 

英 語 特 別 講 義 Ⅱ １ 〃 15 開講時期指定せず 各 教 員 ＊ 

英 語 特 別 講 義 Ⅲ １ 〃 15 開講時期指定せず 各 教 員 ＊ 

英 語 特 別 講 義 Ⅳ １ 〃 15 開講時期指定せず 各 教 員 ＊ 

先端機械工学ゼミナールⅠ １ 〃 15 開講時期指定せず 各 教 員 ＊ 

先端機械工学ゼミナールⅡ １ 〃 15 開講時期指定せず 各 教 員 ＊ 

先端機械工学ゼミナールⅢ １ 〃 15 開講時期指定せず 各 教 員 ＊ 

先端機械工学ゼミナールⅣ １ 〃 15 開講時期指定せず 各 教 員 ＊ 

イ ン タ ー ン シ ッ プ １ 〃 15 開講時期指定せず 各 教 員 ＊ 

特 定 研 究 Ⅰ ４ 必 修 30 30   １  各 教 員  

特 定 研 究 Ⅱ ４ 〃   30 30 ２  各 教 員  

◎ 特 定 研 究 Ⅱ ４ 〃 30 30   １  各 教 員  

（ 研 究 指 導 ）           

（注）１ 授業科目の前の◎印は，在学期間が１年以上在学すれば足りるものと認められた者の科目で

ある。 

   ２ 修了要件にかかる講義科目の履修は，原則として前期又は後期内にそれぞれ12単位以内とす

る。ただし，備考欄＊印の科目については，本履修制限に関わらず履修できる。 

   ３ 機械工学専攻で実施する講義科目については，履修希望者が多数の場合，その学期の履修を

認めない場合がある。 

 

【修了要件】 
 必  修：８単位 

 選択必修：２単位以上 

先端融合科学特論Ⅰ－１a～Ⅰ－23aから１科目１単位以上，先端融合科学特論Ⅰ－１b～

Ⅰ－23bから１科目１単位以上，修得しなければならない。  
 選  択：20単位以上 

      応用数学特論Ⅰ～Ⅳb，知的財産の基礎及び自専攻選択科目より修得すること。 

      なお，他専攻及び他研究科の授業科目を合わせて４単位まで算入することができる。 

 合計 30 単位以上 
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（機械工学専攻 健康・福祉・医療工学コース） 

授業時間数 

１年次 ２年次 授業科目 
単位 

数 

必修・ 

選択の別
前期 後期 前期 後期

クォー

ター
担当教員 備 考 

健康増進科学特論Ⅰ－１ １ 選択必修 15    1Q 中村 晴信 
Ａ（人間発達環境
学研究科開講） 

健康増進科学特論Ⅰ－２ １ 〃  15   2Q 中村 晴信 
Ａ（人間発達環境
学研究科開講） 

バイオメディカルサイエンスＡ ２ 〃 30    1・2Q 片岡  徹 Ａ（医学研究科開講）

バイオメディカルサイエンスＢ ２ 〃 30    1・2Q 的崎  尚 Ａ（医学研究科開講）

社 会 医 学 １ 〃 15    1・2Q 西尾 久英 Ａ（医学研究科開講）

生 命 倫 理 ・ 安 全 １ 〃 15    1・2Q 西尾 久英 Ａ（医学研究科開講）

医療保健福祉特講Ⅰ ２ 〃  30   3・4Q 高田他 Ａ（保健学研究科開講）

計 算 生 体 力 学 ２ 〃  30   4Q 未   定 
Ａ（システム情報
学研究科開講） 

地域安全計画特論Ａ １ 〃  15   3Q 大西 一嘉 Ｂ（建築学専攻開講）

地域安全計画特論Ｂ １ 〃  15   4Q 大西 一嘉 Ｂ（建築学専攻開講）

住 環 境 再 生 特 論 Ａ １ 〃 15    1Q 近藤 民代 Ｂ（建築学専攻開講）

住 環 境 再 生 特 論 Ｂ １ 〃 15    2Q 近藤 民代 Ｂ（建築学専攻開講）

都市環境マネジメント ２ 〃 30    1Q 織田澤利守 Ｂ（市民工学専攻開講）

地 震 工 学 特 論 Ⅱ ２ 〃  30   3Q 鍬田 泰子 
Ｂ（市民工学専攻開
講）・Ｈ28開講せず

計算機システム特論Ⅰ ２ 〃 30    1Q 塚本 昌彦 
Ｂ（電気電子工学専
攻開講）※隔年開講

計算機システム特論Ⅱ ２ 〃   30  1Q 寺田  努 
Ｂ（電気電子工学専
攻開講）※隔年開講

画 像 処 理 特 論 Ａ １ 〃  15   3Q 黒木 修隆 Ｂ（電気電子工学専攻開講）

画 像 処 理 特 論 Ｂ １ 〃  15   4Q 黒木 修隆 Ｂ（電気電子工学専攻開講）

生 体 流 体 力 学 Ⅰ １ 〃  15   3Q 山根 隆志 Ｂ（機械工学専攻開講）

生 体 流 体 力 学 Ⅱ １ 〃  15   4Q 山根 隆志 Ｂ（機械工学専攻開講）

材 料 設 計 工 学 Ⅰ １ 〃  15   3Q 向井 敏司 Ｂ（機械工学専攻開講）

材 料 設 計 工 学 Ⅱ １ 〃  15   4Q 向井 敏司 Ｂ（機械工学専攻開講）

高分子構造・物性論 ２ 〃 30    1Q 西野  孝 Ｂ（応用化学専攻開講）

機 能 性 材 料 論 ２ 〃 30    1Q 大谷  亨 Ｂ（応用化学専攻開講）

プロセスシステム工学特論１ １ 〃  15   3Q 丸山 達生 Ｂ（応用化学専攻開講）

プロセスシステム工学特論２ １ 〃  15   4Q 丸山 達生 Ｂ（応用化学専攻開講）

生 物 反 応 工 学 １ １ 〃 15    1Q 山地 秀樹 Ｂ（応用化学専攻開講）

生 物 反 応 工 学 ２ １ 〃 15    2Q 山地 秀樹 Ｂ（応用化学専攻開講）

Ｘ線・粒子線応用工学Ⅰ １ 選 択 15    1Q 藤居 義和  

Ｘ線・粒子線応用工学Ⅱ １ 〃 15    2Q 藤居 義和  

航 空 流 体 力 学 Ⅰ １ 〃 15    1Q 山根 隆志  

航 空 流 体 力 学 Ⅱ １ 〃 15    2Q 山根 隆志  

気 体 力 学 Ⅰ １ 〃  15   3Q 片岡  武  

気 体 力 学 Ⅱ １ 〃  15   4Q 片岡  武  

輸 送 現 象 論 Ⅰ １ 〃 15    1Q 竹中 信幸  

輸 送 現 象 論 Ⅱ １ 〃 15    2Q 竹中 信幸  

熱エネルギーシステム工学Ⅰ １ 〃  15   3Q 浅野  等  

熱エネルギーシステム工学Ⅱ １ 〃  15   4Q 浅野  等  

燃 焼 工 学 Ⅰ １ 〃 15    1Q 平澤 茂樹  
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授業時間数 

１年次 ２年次 授業科目 
単位 

数 

必修・ 

選択の別
前期 後期 前期 後期

クォー

ター
担当教員 備 考 

燃 焼 工 学 Ⅱ １ 選 択 15    2Q 平澤 茂樹  

応 用 熱 工 学 Ⅰ １ 〃 15    1Q 川南  剛  

応 用 熱 工 学 Ⅱ １ 〃 15    2Q 川南  剛  

複 雑 流 体 力 学 Ⅰ １ 〃 15    1Q 冨山 明男  

複 雑 流 体 力 学 Ⅱ １ 〃 15    2Q 冨山 明男  

熱 流 体 計 測 論 Ⅰ １ 〃  15   3Q 細川 茂雄  

熱 流 体 計 測 論 Ⅱ １ 〃  15   4Q 細川 茂雄  

応 用 固 体 力 学 Ⅰ １ 〃 15    1Q 
阪上 隆英 
塩澤 大輝 

 

応 用 固 体 力 学 Ⅱ １ 〃 15    2Q 
阪上 隆英 
塩澤 大輝 

 

非破壊材料評価学Ⅰ １ 〃  15   3Q 
阪上 隆英 
塩澤 大輝 

 

非破壊材料評価学Ⅱ １ 〃  15   4Q 
阪上 隆英 
塩澤 大輝 

 

マルチスケール固体力学Ⅰ １ 〃  15   3Q 長谷部忠司  

マルチスケール固体力学Ⅱ １ 〃  15   4Q 長谷部忠司  

計 算 材 料 科 学 Ⅰ １ 〃 15    1Q 未   定 Ｈ28 開講せず

計 算 材 料 科 学 Ⅱ １ 〃 15    2Q 未   定 Ｈ28 開講せず

破 壊 力 学 Ⅰ １ 〃 15    1Q 中井 善一  

破 壊 力 学 Ⅱ １ 〃 15    2Q 中井 善一  

複 合 材 料 学 Ⅰ １ 〃  15   3Q 田中  拓  

複 合 材 料 学 Ⅱ １ 〃  15   4Q 田中  拓  

信 頼 性 工 学 Ⅰ １ 〃  15   3Q 阪上 隆英  

信 頼 性 工 学 Ⅱ １ 〃  15   4Q 阪上 隆英  

量 子 物 性 工 学 Ⅰ １ 〃 15    1Q 田中 克志  

量 子 物 性 工 学 Ⅱ １ 〃 15    2Q 田中 克志  

応 用 表 面 工 学 Ⅰ １ 〃 15    1Q 田川 雅人  

応 用 表 面 工 学 Ⅱ １ 〃 15    2Q 田川 雅人  

ロ ボ テ ィ ク ス Ⅰ １ 〃  15   3Q 横小路泰義  

ロ ボ テ ィ ク ス Ⅱ １ 〃  15   4Q 横小路泰義  

多 変 数 制 御 論 Ⅰ １ 〃 15    1Q 
田崎 勇一 
横小路泰義 

 

多 変 数 制 御 論 Ⅱ １ 〃 15    2Q 
田崎 勇一 
横小路泰義 

 

機 能 素 子 工 学 Ⅰ １ 〃 15    1Q 神野 伊策  

機 能 素 子 工 学 Ⅱ １ 〃 15    2Q 神野 伊策  

動的マイクロシステムⅠ １ 〃 15    1Q 
磯野 吉正 
菅野 公二 

隔 年 開 講

動的マイクロシステムⅡ １ 〃 15    2Q 
磯野 吉正 
菅野 公二 

隔 年 開 講

知能化生産システム論Ⅰ １ 〃 15    1Q 白瀬 敬一  

知能化生産システム論Ⅱ １ 〃 15    2Q 白瀬 敬一  

加 工 プ ロ セ ス 論 Ⅰ １ 〃  15   3Q 未   定 Ｈ28 開講せず

加 工 プ ロ セ ス 論 Ⅱ １ 〃  15   4Q 未   定 Ｈ28 開講せず

マイクロシステム設計工学Ⅰ １ 〃 15    1Q 
磯野 吉正 
菅野 公二 

隔 年 開 講
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授業時間数 

１年次 ２年次 授業科目 
単位 

数 

必修・ 

選択の別
前期 後期 前期 後期

クォー

ター
担当教員 備 考 

マイクロシステム設計工学Ⅱ １ 選 択 15    2Q 
磯野 吉正 
菅野 公二 

隔 年 開 講

設 計 開 発 知 能 論 Ⅰ １ 〃  15   3Q 田浦 俊春  

設 計 開 発 知 能 論 Ⅱ １ 〃  15   4Q 田浦 俊春  

人工システム開発論Ⅰ １ 〃 15    1Q 妻屋  彰  

人工システム開発論Ⅱ １ 〃 15    2Q 妻屋  彰  

先端ロボット技術論Ⅰ １ 〃 15    1Q 
加賀谷博昭 
掃部 雅章 

 

先端ロボット技術論Ⅱ １ 〃 15    2Q 
加賀谷博昭 
掃部 雅章 

 

数値制御工作機械論Ⅰ １ 〃  15   3Q 佐藤 隆太  

数値制御工作機械論Ⅱ １ 〃  15   4Q 佐藤 隆太  

計 算 流 体 力 学 Ⅰ １ 〃 15    1Q 林  公祐  

計 算 流 体 力 学 Ⅱ １ 〃 15    2Q 林  公祐  

科 学 技 術 英 語 Ⅰ １ 〃 15    1Q 照井 雅子  

科 学 技 術 英 語 Ⅱ １ 〃 15    2Q 照井 雅子  

特 別 講 義 Ⅰ １ 〃 15  各 教 員 ＊ 

特 別 講 義 Ⅱ １ 〃 15  各 教 員 ＊ 

特 別 講 義 Ⅲ １ 〃 15  各 教 員 ＊ 

特 別 講 義 Ⅳ １ 〃 15  各 教 員 ＊ 

英 語 特 別 講 義 Ⅰ １ 〃 15  各 教 員 ＊ 

英 語 特 別 講 義 Ⅱ １ 〃 15  各 教 員 ＊ 

英 語 特 別 講 義 Ⅲ １ 〃 15  各 教 員 ＊ 

英 語 特 別 講 義 Ⅳ １ 〃 15  各 教 員 ＊ 

先端機械工学ゼミナールⅠ １ 〃 15  各 教 員 ＊ 

先端機械工学ゼミナールⅡ １ 〃 15  各 教 員 ＊ 

先端機械工学ゼミナールⅢ １ 〃 15  各 教 員 ＊ 

先端機械工学ゼミナールⅣ １ 〃 15  各 教 員 ＊ 

イ ン タ ー ン シ ッ プ １ 〃 15  各 教 員 ＊ 

特 定 研 究 Ⅰ ４ 必 修 30 30    各 教 員  

特 定 研 究 Ⅱ ４ 〃   30 30  各 教 員  

◎ 特 定 研 究 Ⅱ ４ 〃 30 30    各 教 員  

（ 研 究 指 導 ）          

（注）１ 授業科目の前の◎印は，在学期間が１年以上在学すれば足りるものと認められた者の科目で

ある。 

   ２ 修了の要件として学生が修得すべき講義科目の履修は，原則として前期又は後期内にそれぞ

れ12単位以内とする。ただし，備考欄＊印の科目については，本履修制限に関わらず履修でき

る。 

   ３ 機械工学専攻で実施する講義科目については，履修希望者が多数の場合，その学期の履修を

認めない場合がある。 

 

【修了要件】 

必  修：８単位 

選択必修：６単位以上 

     （Ａグループから２単位以上，Ｂグループから４単位以上） 

選  択：16単位以上 

     応用数学持論Ⅰ～Ⅳb，知的財産の基礎及び自専攻選択科目より修得すること。 
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     なお，他専攻及び他研究科の授業科目を合わせて４単位まで算入することができる。 

合計 30 単位以上 
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